
平成™œ年›月 日 火曜日 (第�—™™号付録) š月目録官 報

日

号
外

ペ
ー
ジ

六
三

独
立
行
政
法
人
日
本
原
子
力

研
究
開
発
機
構
が
処
分
す
る

放
射
性
廃
棄
物
の
量
に
相
当

す
る
も
の
の
算
定
方
法
を
定

め
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す

る
件

二
九
66

六
一

六
四

地
方
税
法
施
行
令
の
規
定
に

基
づ
き
、
文
化
財
保
護
法
に

規
定
す
る
重
要
文
化
的
景
観

の
形
成
に
重
要
な
家
屋
を
定

め
る
件

二
九
66

六
一

六
五
六
六

地
方
税
法
施
行
令
の
規
定
に

基
づ
き
、
文
化
財
保
護
法
に

規
定
す
る
重
要
文
化
的
景
観

の
形
成
に
重
要
な
家
屋
を
定

め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る

件

二
九
66

六
二

六
七

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第

五
十
二
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
租
税
特
別
措
置
法
第
九

十
一
条
の
二
に
規
定
す
る
都

道
府
県
に
代
わ
っ
て
高
等
学

校
等
の
生
徒
に
学
資
と
し
て

の
資
金
の
貸
付
け
に
係
る
事

業
を
行
う
法
人
を
定
め
る
告

示
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

二
九
66

六
二

六
八

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第

四
十
条
の
四
の
三
第
七
項
及

び
第
八
項
並
び
に
租
税
特
別

措
置
法
施
行
規
則
第
二
十
三

条
の
五
の
三
第
三
項
の
規
定

に
基
づ
き
文
部
科
学
大
臣
が

財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め

る
金
銭
及
び
外
国
の
教
育
施

設
を
定
め
る
件

三
〇
特6

K
Q
O

〇
文
部
科
学
省
、
厚
生
労
働
省

一

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則

第
二
十
三
条
の
五
の
三
第
二

項
第
四
号
の
規
定
に
基
づ
き

文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労

働
大
臣
が
定
め
る
事
項

三
〇
特6

K
Q
O

〇
文
部
科
学
省
、
厚
生
労
働
省
、

農
林
水
産
省
、
国
土
交
通
省

一

激
甚
災
害
に
対
処
す
る
た
め

の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関

す
る
法
律
施
行
令
の
規
定
に

基
づ
き
、
平
成
二
十
四
年
等

に
発
生
し
た
激
甚
災
害
に
係

る
特
定
地
方
公
共
団
体
の
指

定
を
す
る
件

一
五
52

一
六

〇
文
部
科
学
省
、
経
済
産
業
省

一

原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法

の
一
部
の
施
行
に
伴
う
文
部

科
学
省
・
経
済
産
業
省
関
係

告
示
の
整
理
に
関
す
る
告
示

二
九
66

六
二

〇
文
部
科
学
省
、
環
境
省

一

遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
使

用
等
の
規
制
に
よ
る
生
物
の

多
様
性
の
確
保
に
関
す
る
法

律
第
四
条
第
一
項
の
規
定
の

承
認
の
件

二
二
57

一
一

〇
文

化

庁

五

重
要
文
化
財
（
建
造
物
）
を

管
理
す
べ
き
地
方
公
共
団
体

を
指
定
す
る
件

六

一
〇

六

史
跡
を
管
理
す
べ
き
地
方
公

共
団
体
を
指
定
す
る
件

一
五

三

七

名
勝
を
管
理
す
べ
き
地
方
公

共
団
体
を
指
定
す
る
件

一
五

三

八

天
然
記
念
物
を
管
理
す
べ
き

地
方
公
共
団
体
を
指
定
す
る

件

一
五

四

九

史
跡
を
管
理
す
べ
き
地
方
公

共
団
体
を
指
定
す
る
件

二
二

四

一
〇

名
勝
の
管
理
団
体
を
指
定
す

る
件

二
二

四

〇
厚
生
労
働
省

二
七

介
護
保
険
の
医
療
保
険
者
の

納
付
金
の
算
定
等
に
関
す
る

省
令
の
規
定
に
基
づ
き
平
成

二
十
五
年
度
の
医
療
保
険
者

の
納
付
金
の
算
定
に
関
し
て

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
率

及
び
額
を
定
め
る
件

一

四

二
八

薬
事
法
第
二
十
三
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労

働
大
臣
が
基
準
を
定
め
て
指

定
す
る
医
療
機
器
の
一
部
を

改
正
す
る
件

一

四

二
九

厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
先

進
医
療
及
び
施
設
基
準
の
一

部
を
改
正
す
る
件

一

四

三
〇

船
員
保
険
法
の
規
定
に
よ
り

申
請
の
あ
っ
た
全
国
健
康
保

険
協
会
の
疾
病
保
険
料
率
及

び
災
害
保
健
福
祉
保
険
料
率

並
び
に
全
国
健
康
保
険
協
会

が
定
め
る
期
間
及
び
控
除
率

の
変
更
に
つ
い
て
認
可
し
た

件

一

四

三
一

母
子
家
庭
及
び
寡
婦
の
生
活

の
安
定
と
向
上
の
た
め
の
措

置
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針

の
一
部
を
改
正
す
る
件

一

四

三
二

健
康
保
険
組
合
の
合
併
を
認

可
し
た
件

四

三

三
三

健
康
保
険
組
合
の
名
称
を
変

更
し
た
件

四

三

三
四

健
康
保
険
組
合
の
事
務
所
の

所
在
地
を
変
更
し
た
件

四

三

三
五

特
定
化
学
物
質
障
害
予
防
規

則
の
規
定
に
基
づ
く
厚
生
労

働
大
臣
が
定
め
る
性
能
等
の

一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
定

め
る
件

五

二

三
六

経
済
上
の
連
携
に
関
す
る
日

本
国
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和

国
と
の
間
の
協
定
に
基
づ
く

看
護
及
び
介
護
分
野
に
お
け

る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
看
護
師

等
の
受
入
れ
の
実
施
に
関
す

る
指
針
の
一
部
を
改
正
す
る

件

六

一
〇

三
七

経
済
上
の
連
携
に
関
す
る
日

本
国
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国

と
の
間
の
協
定
に
基
づ
く
看

護
及
び
介
護
分
野
に
お
け
る

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
看
護
師
等
の

受
入
れ
の
実
施
に
関
す
る
指

針
の
一
部
を
改
正
す
る
件

六

一
〇

三
八

看
護
師
及
び
介
護
福
祉
士
の

入
国
及
び
一
時
的
な
滞
在
に

関
す
る
日
本
国
政
府
と
ベ
ト

ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
政
府

と
の
間
の
交
換
公
文
に
基
づ

く
看
護
及
び
介
護
分
野
に
お

け
る
ベ
ト
ナ
ム
人
看
護
師
等

の
受
入
れ
の
実
施
に
関
す
る

指
針
の
一
部
を
改
正
す
る
件

六

一
〇

三
九

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
の

施
行
に
関
す
る
事
務
に
使
用

す
る
文
書
の
様
式
を
定
め
る

件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

七

四

四
〇

人
を
発
病
さ
せ
る
お
そ
れ
が

ほ
と
ん
ど
な
い
も
の
と
し
て

厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る

病
原
体
等
の
一
部
を
改
正
す

る
件

七

四

˜Ÿ
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